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※会場には整理券をお持ちの方から優先的にご入場いただけます。
※整理券はセミナー開始5分後に無効となり、その後は先着順に入場
していただきます。予めご了承ください。

■ 本ランチョンセミナーは整理券制となります。

配布日時 11月30日（土）　8：00～セミナー開始時間まで
配布場所 第1会場前（かるぽーと 1F 大ホール前）

400-01-1909-7000S

糖尿病治療の新機軸糖尿病治療の新機軸
　グルカゴン産生腫瘍の症例では、低アミノ酸血症が糖尿病よりも高頻度でみとめられる。これは、

グルカゴンの生理作用としてアミノ酸代謝制御が重要であることの臨床的証拠と言えよう。最近、

海外よりインスリン抵抗性の上昇に伴い、血中グルカゴンと血中アミノ酸がともに上昇することが報告

された。この結果は肝臓がインスリン・グルカゴンの両者に対して抵抗性を示していることを示唆する。

もし血中グルカゴン値の上昇がグルカゴン抵抗性に対する生理的な応答であるとすれば、グルカゴン

抑制は治療手段として適切ではないかもしれない。もちろん結論を出すことは時期尚早であり、また

日本人におけるデータも少ないため、今後もグルカゴンおよびアミノ酸に関する臨床データが集積

されることが望ましい。
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